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「針金 そんな もの、 ない ねえ ご 

「針金でなくて もい いんだが …… 。 困った な あご 

実は、 パイプが つまった といっても、 シガレット 用 

の もの だから、 パイプな しで じかに 吸えば 宜しく、 さ 

して 困った わけで もない。 それでも、 女中に 軽く あし 

ら われて、 俺 はちよ つと まごついた 風だった。 

その 時、 廊下の 向う側の 室 は、 入口の 襖が 半分ば か 

リ 開け放し になって いて、 奥の 方に、 四 五 人の 男女の 

話し声が していた。 その 中から、 突然、 女の 声が 響い 

てきた。 

「これで どう？ あげる から、 K いなさい よご 



顔 も 姿 も 見せず、 手先 だけが 襖の かげから 出て、 一 

本のへ お -— ピ ンを差 出して いる。 

「や。 どうも、 ありが とうご 

礼を言つ たの は 俺で、 女中が へ^ -— ピン を 黙って 受 

取り、 針金 を 二つに 折り曲げ たような それ を、 まつす 

ぐ 一 本に 延ばして くれた。 

「貰って おきます よご と 俺 は 言った。 

室の 中から は 何の 返事 もな く、 奥の 方に 話し声が あ 

る きりだ つ た。 

俺 は 自分の 室に 戻り、 パイプ を 通して、 煙草 を ふか 

した。 そしてへ；^ -— ピン は、 紙に くるんで、 胴衣の ポ 



ケット にし まった。 

ただ それだけの ことで、 俺 は 別に 気に 留め はしな 

かった の だが …… 。 

あとが いけない。 

そもそも、 俺が 旅行の 途次、 山陽 線の o 駅に 急行 列 

車から わざわざ 降りた の は、 岩 木 周 作 を 訪問す るた め 

だった。 彼と はもう 十 年 ほど 逢わない が、 時折 交わす 

書信の 調子 は 昔 通り だ。 俺 は 旅先から、 ちょっと 立ち 

寄る かも 知れない とだけ 知らせて おいた。 はっきりし 

た 予定が つかなかった の だ。 

列車の 都合で、 o 駅に 降りた のが 午前 四時 半。 岩 木 



僅かの 間だった よう だ。 俺た ち はさつ きの 女中に 起 

された。 

「さあさあ、 旦那さん とお 嬢さん は、 あっちの 室 だ ご 

両側に 室が 並んで いる 中 廊下 を 通って、 奥の 方の 六 

畳に、 俺た ち は 案内され た。 早立ちの 客が あって、 そ 

こが 空いた ものら しい。 布団 も 二つ 離して 敷いて あつ 

た。 俺た ち はまた そこで 眠った。 

へんに 騒々 しい あたりの 空気に、 俺 は 眼 を さました _ 

気持ちの 立ち直りから 見て、 だいぶ 眠った よう だ。 建 

て 付けの わるい 雨戸の 隙間から、 もう 明るい 光りが さ 

していた。 



俺 は 起き 上った。 「お嬢さん」 はま だ 寝て いる。 布 

団を 耳の あたりまで かぶって、 向う むきに、 すやすや 

眠って いるら しい。 俺の 感じから すれば、 あの 帳場で 

も、 また この 室で も、 俺と 殆んど 同様に 早く 眠り こん 

だ。 而も、 見ず 識ら ずの 四十 男の 俺の すぐそばで。 

図々 しいので あろう か。 信頼し きってる のであろう か- 

よく は 見なかった が、 まだ 二十歳 前の 年頃の ようで、 

銘仙ら しい 着物 や モン ぺ は、 縞柄 はじみ だが 清楚な 感 

じで、 人造 革の 小型な ボストン バッグ を 一 つ さげて い 

た。 

人に 警戒心 を 起させる ような 何物 もない ので、 却つ 



廊下の つき 当りに、 広い 板の間が あって、 洗面所と 

なって いる。 俺 は そこで 歯ブラシ を 使いながら、 同室 

の 娘に 対する 警戒の 念が また 湧いた。 そこそこに 顔 を 

洗って、 室に 戻って みると、 娘 はま だ 眠って いる。 

なに か 忌々 しい 気持ちで、 俺 は 上衣 や ズボンの 埃 を 

荒々 しく はらった。 それから 煙草 を 吸おうと すると、 

パイプが つまって いるの だ。 廊下に 出て、 女中 を 呼び 

とめて、 それからへの -— ピンの 一件 だ。 

かくして、 よく 通った パイプで、 ピ— スを 吸って い 

るう ちに、 俺 は 妙な こと を 発見した。 

いったい、 シガレットに パイプ を 使用す る 者 は、 あ 



まり 多くない。 まあ、 没落した 若い 貴族 か、 ハイカラ 

ぶった ジャ— ナ リスト か 気取り やの 官僚 か、 そんなと 

ころだろう。 それ とても、 ぴったり 身に ついては いな 

い。 シガレット. パイプが 身に つくの は、 特殊の 人柄 

に 限る。 殊に 象牙の パイプ はそう だ。 けれども、 その 

象牙の パイプの、 太い 新ら しいの が、 しっくり 身に つ 

いて、 少しもお かしくない 者が ある。 ャ ミヤ だ。 ャミ 

ャの それに 比 ぶれば、 俺の パイプな ど、 象牙で は ある 

が 至って 小型で、 古くて 黄色い 艷が出 てる代り に、 吸 

口 は 歯で 磨滅して いる。 それでも まあ、 ャ ミヤ 仲間に 

は 伍せ ない としても、 カツ ギヤの 端つ くれに ははい り 



得よう か。 

こんな こと を 俺に 考えさし たの は、 カツ ギヤの 女の 

一 人から、 パイプ を 通す へ -— ピン を 貰った からで あ 

ろうか。 とにかく、 それ は、 彼等 仲間の 仁義の 一 つに 

接した かの ように、 俺の 心を朗 かにし、 その カツ ギヤ 

宿に 落着かせて くれた。 

もう 出かける 客が 多く、 宿屋の 中 は 次第に ひっそり 

とな つ てく る。 

俺 は 廊下に 出て、 また 女中 をつ かまえた。 

「姐さん、 すまない が、 酒 を少々 頼む よご 

「お 酒 …… あつたか しら ご 



受取り、 その 中に 遠慮なく 箸 をつつ 込んだ。 娘の 方で 

は、 パンの 包み を 取り出して、 味噌汁 を 飲みながら 食 

ベ はじめた。 

ぼつり ぼつり、 話 をした。 自然と、 俺の 方から 物 を 

尋ねる ことにな り、 娘 は それに 答える だけで、 何も 尋 

ねかけ て はこなかった。 打ち解け たので もな く、 俺が 

好奇心 を 起した ので もな く、 黙って いるの が へんだ か 

らロを 利いた に過ぎない。 だが、 それによ つて、 娘の 

身の上が だいたい 分った。 

終戦後 しばらくた つ て、 彼女 は大 連から 引き揚げて 

きた。 そして 九州の F 巿で、 親戚の 家に 働いて いる。 



ところが、 この o 巿に、 彼女が 嘗て 母親の ように 世話 

になった 伯母さんが、 再婚して 住んで いる。 その 伯母 

さんの 消息が、 戦争 中の 空襲 以来、 分ら なくなつ てし 

まった。 手紙 を 出しても、 居所 不明で 戻って くる。 或 

は 亡くなつ たの かも 知れない。 それで 彼女 は、 はっき 

りした ことが 知りた く、 自分で やって来た。 せめて、 

伯母さんの 家の 焼け跡で も 見たかった。 あれから もう 

一年 半ば かりたつ ていて、 まるで 夢の ような 話 だ。 ど 

うして 彼女 一人で やって来た のか、 その へんのと ころ 

は、 ぼやけて 分らない。 

娘 は 食事 をす ました。 俺 はま だ 飲んで いた。 



と 善良に 親切に なること ぞ。 

娘 は 先に 出かけて 行った。 宿屋の 中 はもう ひっそり 

して、 空 家みたい になって いる。 

俺 も、 残りの 酒 を 飲み干す と、 ちょっと 寝ころんで、 

それから 出かける ことにした。 持ち古した シガ レツ 

ト. パイプと、 へ，^ -— ピン 一本と で、 すっかり 落着く 

ことの 出来た なつかしい カツ ギヤ 宿 だ。 

ところが、 女中に 勘定 をた のむ 時、 酔い かけて る 善 

良な 親切な 俺が、 恥し いこと を 言った。 

「あの 娘さん、 勘定 は 払った かね。」 

「払って 行った よご 



中に 動いて いる。 その 庭の、 縁側 伝いの 彼方に、 セメ 

ント 造りの 大きな 池が あり、 どういう 仕掛け か 水が 

ちょろちょろ 注 いでいて、 み > J とな 真鯉が いくつ も 泳 

いでいた。 

その 池のと ころへ 行って、 俺 は 鯉 を 眺めた。 そして 

そこで、 紅茶 をのみ、 果物 をた ベ、 新聞 をよ み、 また 

鯉 を 眺めた。 午後に なって すぐ 岩 木が 帰って くると、 

彼と いっしょに 鯉 を 三 尾 ほど 捕えて、 それ を 酒の 肴に 

料理した。 

岩 木 は 十 年 前と 殆んど 変って いなかった。 俺の 方 も 

変って いないと 彼 はいう。 そして 二人で 顔 見合せ て 笑 



娘 は 臼の ように 坐りき つた まま、 食卓へ 近寄ろうと 

しなかった。 

「 一 杯い かが？」 

久 子さん は盃 をす すめた。 

「頂けません ご 

「そう。 ではなに か 召 上れよ。 いま 御飯 も 出来ます か 

らご 

娘 は 黙って いたが、 ふいに 顔 を 伏せ、 ハンカチ を 眼 

にあて て、 泣き だしてし まった。 

「どうしたの ご 

久 子さん が 寄り添って ゆく と、 娘 はます ます 泣いた _ 



た。 

俺 も 岩 木 も 黙って いた。 

久 子さん が 戻って くると、 岩 木 はいぶ かしそう に 彼 

女 を 眺めた。 

「お前 はへんだった よ。 あの 娘と、 まるで、 前から 識 

り 合いみ たいだ ご 

「だって、 可哀 そうです ご 強い 語調 だ。 「重そう な 力 

バ ンを さげて いました わご 

「巿 役所から ここまで、 なんの ために 来たの かな あご 

「お礼を言いに 来たと、 申して おりました ご 

「帰りに 问か 言った か い。 I 



の 中には、 紙に くるんだ へ^ i ピンが あった。 ああ そ 

のへ ャ ー ピン 一本、 顔 を 見せないで 手先 だけの 無償の 

親切、 それが いちばん すっきりと 俺の 心に 残ったので 

ある。 
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